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49.弥陀ヶ原
み だ が は ら

 ���������� 

北緯36°34′16″ 東経137°35′23″ 標高2,621m (国見岳) 

(三角点・大横手)  

 

 

 

弥陀ヶ原上部の室堂平 雄山山頂付近から 2011 年 9 月 15 日 気象庁撮影 

 

�� 

立山周辺の急峻な山地の低所を埋めて成長した安山岩・デイサイトの成層火山。火山の山

頂部は侵食で失われている。弥陀ヶ原・五色ヶ原は主に火砕流堆積物の台地。数万年前にマ

グマ噴火は終わったが、その後の水蒸気爆発によって弥陀ヶ原東部に多くの爆裂火口を生じ、

現在は噴気活動が活発。安山岩・デイサイトの SiO2 量は 57.4～62.9 wt.% である。別名、立

山火山ともよばれるが、立山連峰自体は基盤の花崗岩類から構成される。 
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地獄谷 北東側から 2011 年 9 月 15 日 気象庁撮影 

 
地獄谷 地獄谷西部ソーメン滝上部のクレーター 2009 年 10 月 31 日 立山カルデラ砂防博物館撮影 
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鍛冶屋地獄での硫黄の燃焼 1973 年 8 月 8 日 田口松男 撮影 

 

 

燃焼しながら流下する硫黄溶岩流（鍛冶屋地獄） 2010 年 5 月 6 日 渋谷 茂 撮影 
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図 49-1 地獄谷 立山町千垣から 2006 年 12 月 6 日 立山カルデラ砂防博物館 撮影 

 

 

��周辺図 

図 49-2 地獄谷及び室堂平周辺地形図. 

この地図の作成には国土地理院発行の「２万５千分の１地形図（立山）」を使用した． 
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地形図 

図 49-3 弥陀ヶ原の地形図. 

国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図(槍ヶ岳、立山)及び数値地図 50m メッシュ(標高) 

����� 

������������ 

最近の約 4 万年間は静穏期で、マグマに由来する生成物は生産されなかったが、地獄谷な

ど爆裂火口群の水蒸気爆発と地獄谷の噴気孔・温泉活動が主な火山活動になっている。 

地獄谷では江戸時代に噴火活動が発生しているほか、複数の水蒸気噴火の堆積物が認定さ

れている。  

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住, 2006-)を参考とした。なお、年代は暦年代で示す。表中の「ka」は「1000 年前」を意

味し、西暦 2000 年を 0 ka として示した。 

  A←→B：A 年から B 年までの間のどこかで起こった噴火イベント 

 

�������������������� 

昭和 40 年代末～昭和 60 年代初頭、および平成 22（2010）年に溶融硫黄の燃焼及び流出が

数回確認されている（河野, 1988、増渕, 2012）。 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住 , 2006-)を参考に、文献の追記を行った。 
 

噴火年代 噴火場所 噴火様式 主な現象 

10.3←→8.3ka4,6,11 地獄谷 4,5,8 水蒸気噴火 4,5,8 火砕物降下。 

 

10.3←→8.3ka6,11 地獄谷 4,5,8 水蒸気噴火 4,5,8 火砕物降下。 

7.3←→3.1ka 
4,5,6,11 

地 獄 谷 北 部 盆 地
4,5,8 

水蒸気噴火 4,5,8 火砕物降下。 

3.4←→2.4ka6,11 地 獄 谷 南 部 盆 地
4,5,8 

水蒸気噴火 4,5,8 火砕物降下。 

年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1836(天保 7)年 9 小規模：水蒸気噴

火 9 
7 月。噴火場所は地獄谷 9。 

(VEI1)10 

1858( 安 政 5) 年
2,9 

( 山 体 崩 壊 → 泥

流)1,3,7,11 
「大鳶崩れ」。場所は大鳶山・小鳶山 1,3,7,11。1858 年 4 月 8 日に

発生した M7.0～7.1 の飛越地震によって引き起こされた。 

1946(昭和 21)年
16  

水蒸気噴火？ 9 月 11 日。噴煙活動活発化。周辺約 100 メートル以上に泥状の

噴出物が飛散 16。 

1949(昭和 24)年
17 

水蒸気噴火？ 10 月 23 日？ 噴煙活動活発化 17。 

1967(昭和 42)年
14 

火山ガス 14 11 月 4 日。火山ガス（硫化水素）により、キャンプ中の２名死

亡。 

1973(昭和 48)年
12 

溶融硫黄流出 12 8 月。 

1981(昭和 56)年
12 

溶融硫黄流出 12 7 月。 

1982～87(昭和 57

～62)年 12 

溶融硫黄流出 12 期間内に複数回。 

1990(平成 2)年 13 地震 13 2 月 18 日～3 月上旬。南南東約 10 ㎞で地震群発、最大 M4.9。 

10 月 29 日～11 月 4 日 同じ場所で地震群発、最大 M2.6。 

2006(平成 18)年 噴煙 12 月 6 日。噴煙活動活発化(図 49-1)。 

2010(平成 22)年
15 

溶融硫黄流出 15 5 月。鍛冶屋地獄を中心に硫黄が燃焼し、硫黄の溶岩流が複数形

成された（最大は幅約 2m、長さ 20m、厚さ最大 15cm 程度）。 

2011(平成 23)年  地震 10 月～12 月。弥陀ヶ原の南東約５～10km 付近及び東約 15km 付

近を震源とする地震が一時的に増加した。 

2012(平成 24)年 噴気 6 月以降の観測で、立山地獄谷で一部の噴気の活発化・拡大や温

度の上昇傾向が確認された（2011 年以降、熱活動が活発化？）。
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図 49-4 鍛冶屋地獄 2010 年 8 月 31 日 富山市科学博物館 撮影 

 

 

図 49-5 立山地獄谷（鍛冶屋地獄周辺）地形図および 2010 年に発生した硫黄溶岩の分布(増渕,2012) .

基図に富山県富山農林振興センター提供 1/2000 地形図（中部山岳国立公園室堂集団施設地区） 

を使用した. 
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図 49-4 鍛冶屋地獄 2010 年 8 月 31 日 富山市科学博物館 撮影 

 

 

図 49-5 立山地獄谷（鍛冶屋地獄周辺）地形図および 2010 年に発生した硫黄溶岩の分布(増渕,2012) .

基図に富山県富山農林振興センター提供 1/2000 地形図（中部山岳国立公園室堂集団施設地区） 

を使用した. 
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図 49-6 広域地震観測網による浅部の地震活動(青)及び深部低周波地震活動(赤)  

(1997 年 10 月 1 日～2012 年 6 月 30 日 ). 

(49.弥陀ヶ原) 
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�������� 

①火山防災協議会 

なし 

※火山防災協議会以外の共同検討体制 

火山防災協議会等の名称 設置 最近の主な活動の内容

立山室堂地区
安全対策連絡協議会

2002.12

・平成23年12月13日　立山室堂地区安全対策連絡協議会臨時総会
・平成24年3月12日　平成23年度　立山室堂地区安全対策連絡協議会総会

左に挙げた以外の構成機関 （※◎は事務局）

■関係機関
（国）長野自然環境事務所◎、松本自然環境事務所◎、立山自然保護官事務所◎、
　富山森林管理署
（県）生活環境文化部自然保護課
（警察・消防）上市警察署、立山町消防署
（その他）富山県道路公社、富山県立山センター、立山黒部貫光、
　立山貫光ターミナル、関西電力、立山山荘協同組合、
　公立学校共済組合立山保養所、
　富山県立山荘、立山室堂山荘、天狗平山荘、みくりが池温泉、
　雷鳥沢ヒュッテ、雷鳥荘

■県（防災部局）
　知事政策室防災・危機管理課
■市町村
　立山町（商工観光課）
■気象台
　富山地方気象台
■砂防部局
　―
■火山専門家
　東京工業大学、富山大学、
　地中熱利用推進協会、立山カルデラ砂防博物館

関係都道府県

富山県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構　　成　　機　　関

火山防災協議会のコアグループに相当する機関

 

 

火山防災協議会等の名称 設置 最近の主な活動の内容

立山室堂地区
安全対策連絡協議会
専門委員会

2002.12

・平成23年7月4～5日　平成23年度第1回立山室堂地区安全対策専門委員会（現地調査）
・平成23年10月18日　平成23年度第2回立山室堂地区安全対策専門委員会
・平成24年2月7日　　平成23年度第3回立山室堂地区安全対策専門委員会

左に挙げた以外の構成機関 （※◎は事務局）

■関係機関
（国）長野自然環境事務所◎、松本自然環境事務所◎、立山自然保護官事務所◎
（県）生活環境文化部自然保護課
（その他）富山県立山センター

関係都道府県

富山県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構　　成　　機　　関

火山防災協議会のコアグループに相当する機関

■県（防災部局）
　―
■市町村
　―
■気象台
　富山地方気象台
■砂防部局
　―
■火山専門家
　東京工業大学、富山大学、
　地中熱利用推進協会、立山カルデラ砂防博物館

 

 

②避難実績及び入山規制等の実績 

いずれもなし 

 ・避難に関する根拠 

なし 

・規制実施機関 

火山ガスによる地獄谷の規制は「立山室堂地区安全対策連絡協議会」が行なう。 

地獄谷は火山ガスの濃度が時々高くなるため、環境省が規制を実施している。 

 

③主な火山情報の発表状況 

（1965年1月1日の情報発表業務開始以降2007年11月30日まで） 

発表はなし。 
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図 49-6 広域地震観測網による浅部の地震活動(青)及び深部低周波地震活動(赤)  

(1997 年 10 月 1 日～2012 年 6 月 30 日 ). 

(49.弥陀ヶ原) 
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①火山防災協議会 

なし 

※火山防災協議会以外の共同検討体制 

火山防災協議会等の名称 設置 最近の主な活動の内容

立山室堂地区
安全対策連絡協議会

2002.12

・平成23年12月13日　立山室堂地区安全対策連絡協議会臨時総会
・平成24年3月12日　平成23年度　立山室堂地区安全対策連絡協議会総会
・平成24年6月10日～11日　立山室堂地区安全対策連絡協議会現地視察及び
  専門委員による火山ガス説明会
・平成24年9月12日　立山室堂地区安全対策連絡協議会臨時総会
・平成24年12月20日　立山室堂地区安全対策連絡協議会臨時総会

左に挙げた以外の構成機関 （◎は事務局）

■関係機関
（国）長野自然環境事務所◎、松本自然環境事務所◎、立山自然保護官事務所◎、
　富山森林管理署
（県）生活環境文化部自然保護課
（警察・消防）上市警察署、立山町消防署
（その他）富山県道路公社、富山県立山センター、立山黒部貫光、
　立山貫光ターミナル、関西電力、立山山荘協同組合、
　公立学校共済組合立山保養所、
　富山県立山荘、立山室堂山荘、天狗平山荘、みくりが池温泉、
　雷鳥沢ヒュッテ、雷鳥荘

■県（防災部局）
　知事政策室防災・危機管理課
■市町村
　立山町（商工観光課）
■気象台
　富山地方気象台
■砂防部局
　―
■火山専門家
　東京工業大学、富山大学、
　地中熱利用推進協会、立山カルデラ砂防博物館

関係都道府県

富山県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構　　成　　機　　関

火山防災協議会のコアグループに相当する機関

 

火山防災協議会等の名称 設置 最近の主な活動の内容

立山室堂地区
安全対策専門委員会

2011.3

・平成23年7月4～5日　平成23年度第1回立山室堂地区安全対策専門委員会（現地調査）
・平成23年10月18日　平成23年度第2回立山室堂地区安全対策専門委員会
・平成24年2月7日　　平成23年度第3回立山室堂地区安全対策専門委員会
・平成24年7月17日　平成24年度第1回立山室堂地区安全対策専門委員会
・平成24年8月10日　平成24年度第2回立山室堂地区安全対策専門委員会
・平成24年12月18日　平成24年度第3回立山室堂地区安全対策専門委員会

左に挙げた以外の構成機関 （◎は事務局）

■関係機関
（国）長野自然環境事務所◎、松本自然環境事務所◎、立山自然保護官事務所◎
（県）生活環境文化部自然保護課
（その他）富山県立山センター

関係都道府県

富山県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構　　成　　機　　関

火山防災協議会のコアグループに相当する機関

■県（防災部局）
　―
■市町村
　―
■気象台
　富山地方気象台
■砂防部局
　―
■火山専門家
　東京工業大学、富山大学、
　地中熱利用推進協会、立山カルデラ砂防博物館

 

 

②避難実績及び入山規制等の実績 

いずれもなし 

 ・避難に関する根拠 

なし 

・規制実施機関 

火山ガスによる地獄谷の安全対策は「立山室堂地区安全対策連絡協議会」が行なう。 

地獄谷は火山ガスの濃度が高くなっているため、土地管理者の環境省が立入規制を実施

している（平成 24 年 12 月現在）。 

 

③主な火山情報の発表状況 

（1965年1月1日の情報発表業務開始以降2007年11月30日まで） 

発表はなし。 
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④噴火警報等の発表状況 

（2007年12月1日の噴火警報及び噴火予報の運用開始以降2012年12月31日現在まで） 

・噴火警報・予報 

※1 噴火警報及び噴火予報の発表開始に伴う発表 

 

・火山の状況に関する解説情報の発表状況 

発表はなし。 

 

 

����� 

①人口 

・富山市 416,835 人（平成 24 年 6 月 30 日末現在） 

・立山町  27,376 人（平成 24 年 7 月 1 日現在） 

・上市町  22,062 人（平成 24 年 7 月 1 日現在） 

②国立・国定公園・登山者数等 

・中部山岳国立公園 

  立山・黒部アルペンルートは年間 100 万人を超える観光客・登山者 

③付近の公共機関 

機関・部署名 所在地 電話番号 

立山町役場 

富山市役所 

上市町役場 

大町市役所 

富山県中新川郡立山町前沢 2440 番地 

富山県富山市新桜町 7 番 38 号 

富山県中新川郡上市町法音寺 1 番地 

長野県大町市大町 3887 

076-463-1121 

076-431-6111 

076-472-1111 

0261-22-0420 

④主要交通網 

・立山・黒部アルペンルート（立山有料道路：富山県道路公社管理） 

・富山県側：バス、ケーブルカー（立山・黒部貫光株式会社） 

・長野県側：トロリーバス、ケーブルカー、ロープウェイ（立山・黒部貫光株式会社） 

⑤関連施設 

 立山町 

・立山カルデラ砂防博物館 

・立山自然保護センター 

 大町市 

  ・大町山岳博物館 

 富山市 

  ・富山市科学博物館 

 

 

���������� 
機関・部署名 所在地 電話番号 

東京火山監視・情報センター （気象庁本庁）東京都千代田区大手町 1-3-4 03-3212-8341 

富山地方気象台 富山県富山市石坂 2415 076-432-2311 

長野地方気象台 長野県長野市箱清水 1-8-15 026-232-2034 

年月日 警報・予報 対象市町村等 内容 

2007（平成 19）年

12 月 1 日 10:20 

噴火予報（平常）※1 

－ 

火山活動は静穏。 

火口内等で噴気、火山ガスの噴出等が見ら

れる。火口内等では警戒が必要。 
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�������������の観測� 

広域 

※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 20 万分の 1 地勢図(富山、高山) 

(気象庁) (防災科学技術研究所) (京都大学防災研究所) (自治体)
震度計 Hi-net 地震計 (短周期) 震度計

K-NET
(国土地理院) KiK-net (環境省)

GPS ガス計

凡　　　　　　例

 
図 49-7 観測点位置図 (広域). 

 

���� 

河野俊夫 (1988) 立山火山地獄谷産“火口”硫黄について. 島根大学地質学研究報告, 7, 

91-97. 

増渕佳子(2012) 立山地獄谷で 2010 年 5 月に形成された硫黄溶岩の産状と岩石学的特徴. 日

本火山学会講演予稿集 2012 年度秋季大会, 153p.  
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④噴火警報等の発表状況 

（2007年12月1日の噴火警報及び噴火予報の運用開始以降2012年12月31日現在まで） 

・噴火警報・予報 

※1 噴火警報及び噴火予報の発表開始に伴う発表 

 

・火山の状況に関する解説情報の発表状況 

発表はなし。 
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①人口 

・富山市 416,835 人（平成 24 年 6 月 30 日末現在） 

・立山町  27,376 人（平成 24 年 7 月 1 日現在） 

・上市町  22,062 人（平成 24 年 7 月 1 日現在） 

②国立・国定公園・登山者数等 

・中部山岳国立公園 

  立山・黒部アルペンルートは年間 100 万人を超える観光客・登山者 

③付近の公共機関 

機関・部署名 所在地 電話番号 

立山町役場 

富山市役所 

上市町役場 

大町市役所 

富山県中新川郡立山町前沢 2440 番地 

富山県富山市新桜町 7 番 38 号 

富山県中新川郡上市町法音寺 1 番地 

長野県大町市大町 3887 

076-463-1121 

076-431-6111 

076-472-1111 

0261-22-0420 

④主要交通網 

・立山・黒部アルペンルート（立山有料道路：富山県道路公社管理） 

・富山県側：バス、ケーブルカー（立山・黒部貫光株式会社） 

・長野県側：トロリーバス、ケーブルカー、ロープウェイ（立山・黒部貫光株式会社） 

⑤関連施設 

 立山町 

・立山カルデラ砂防博物館 

・立山自然保護センター 

 大町市 

  ・大町山岳博物館 

 富山市 

  ・富山市科学博物館 

 

 

���������� 
機関・部署名 所在地 電話番号 

東京火山監視・情報センター （気象庁本庁）東京都千代田区大手町 1-3-4 03-3212-8341 

富山地方気象台 富山県富山市石坂 2415 076-432-2311 

長野地方気象台 長野県長野市箱清水 1-8-15 026-232-2034 

年月日 警報・予報 対象市町村等 内容 

2007（平成 19）年

12 月 1 日 10:20 

噴火予報（平常）※1 

－ 

火山活動は静穏。 

火口内等で噴気、火山ガスの噴出等が見ら

れる。火口内等では警戒が必要。 
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�������������の観測� 

広域 

※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 
 

 
国土地理院発行の 20 万分の 1 地勢図(富山、高山) 

(気象庁) (防災科学技術研究所) (京都大学防災研究所) (自治体)
震度計 Hi-net 地震計 (短周期) 震度計

K-NET
(国土地理院) KiK-net (環境省)

GPS ガス計

凡　　　　　　例

 
図 49-7 観測点位置図 (広域). 

※気象庁では、立山地獄谷の噴気活動活発化を受けて、立山室堂に臨時の地震計を設置し、2012年11月より弥陀ヶ原

の火山活動を24時間体制で監視している。 
 

���� 

河野俊夫 (1988) 立山火山地獄谷産“火口”硫黄について. 島根大学地質学研究報告, 7, 

91-97. 

増渕佳子(2012) 立山地獄谷で 2010 年 5 月に形成された硫黄溶岩の産状と岩石学的特徴. 日

本火山学会講演予稿集 2012 年度秋季大会, 153p.  
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